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レームワークとして用いられている。   
Cloningerのモデルの特徴として、神経生物学的メカニズムと学習理論をパーソナリティ  
のbio－SOCial理論として統合しようとした点があげられる（Stallings，Hewitt，Cloninger，  
Heath，＆Eaves，1996）。Cloninger（1987）は、はじめに、新奇性追求（Novelty Seeking）、  
損害回避（Harm Avoidance）、報酬依存（Reward Dependence）からなる3次元モデルを提唱  
し、3次元人格目録（TridimentionalPersonality Questionnaire，TPQ）を作成した。これら  
3次元は、それぞれ対応する神経生理学的プロセスが想定され】、行動傾向（接近、回避、  
逃避）、様々な環境事象（新奇性、報酬、罰、弁別刺激、無条件刺激）に対する敏感さと  








行動維持系（maintenance system）であり、報酬（とりわけ社会的報酬）に条件づけられた  
信号に対して強く反応する傾向と関連している。報酬依存が高い人は、嫌悪からの解放に  
特に敏感で、また消去抵抗が高い。   
これら行動の活性、抑制、維持に関わる神経システムの相互作用で、罰、報酬、新奇性  
に対する特定の行動反応パターンが生じ、それがパーソナリティの多様性及びパーソナリ  
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り知見が蓄積されているとは言えない。   
そこで、本研究では、Cloningerの気質の次元と情動特徴の関連について以下のような検  
















対象者 山形県内の大学生301名（男86名、女215名）で、平均年齢は20．16歳（SD＝2．00）  
であった。  
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Tablel情動制御尺度 因子パターン行列  
FI F2   F3  F4 共  
嫌なことを忘れるのは大変な方だと思う  ．886 ．002 ．117 ．009 ．791  
．857 －．001 一．007 ．016 ．738  
∴806 ．075 ．072 ．002 ．637  
．800 ．001 －．023 ．061 ．656  
．755 ．043 －．046 ．002 ．594  
．740 －．010 ．074 ．059 ．555  


























－．094   










－．026 ．008 ．804 －．075  
－．182 一．101 ．602 －．014  
．121 ．128 ．564 ．038  




．019 ，039 ．042 ．690 ．489  
．137 ．016 ．064 ．558 ．355  
－．100 －．018 －．051 ．551 ．302  
23．25213．299 7．4137 5．802  
23．252 36．55143，965 49．767  
Fl－  
F2 ．267 －  
F3 －．051 ．229 －  










し、他研究との比較の点から、原尺度通りで分析に用いることとした。   
α係数はTable 2に示すように、ほぼ十分なものであった。それぞれ項目の合計得点を  
尺度得点とした。各尺度の記述統計量もTable 2に示した。  
2項目例＝喜び一何かについて嬉しいと感じる。悲しみ－寂しくて泣きたい感じがする。怒り－いらいらして  
むかつく。恐れ－びくついたり心配になったりする。  
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1’able2 各下位尺度の記述統計及びα係数  
平均値 S［） α係数  
鼻び  10．18  2．43 ．743  
悲しみ  9．09  2．70 ．789  
怒り  7．85  2．92 ．842  
恐れ  6．74  2．65  ．776  
新奇性追求  47．44  7．12 ．721  
視察回避   53．97 10．14 ．883  
報酬依存   ′42．99  5．79 ．692  
持続  13．00  2．95 ．675  
回復しにくさ  26．32  7．60 ．909  
追求的制御 11．44  2．92 ．655  
回避的制御 13．35  3．57 ．675  
表山調整   27．31  6．04 ．824  
3．結果  
（1）予備分析   




喜びとネガティブ感情との間には弱い相関しか示されなかった。   
Table 4には、性ごとの各尺度の記述統計を示した。悲しみ、損害回避、報酬依存はい  
ずれも女性が有意に高かった（t（299）＝2．52；t（292）＝2．24；t（293）＝4．25，pく．05）。追  
求的制御のみ男性が有意に高かった（t（299）＝2．88，pく．05）。  
Table3 下位尺度間の相関係数  
新奇性追求税審回避 報酬依存 持続  慮び  悲しみ   怒り  恐れ  回復しにくざ追求的制碓匡l避的制御  
地謡回避  －．472＊＊＊  
報酬依存  ．021 －．036  
持続  －．160＊＊ －．153＊＊ ．261＊＊＊  
奮び  ．196＊＊ －．368＊＊＊，266＊＊＊．258＊＊＊  
悲しみ   －．130＊ ．490＊＊＊．027  ．037  －．086  
怒り  －．031 ．347＊＊＊ －．057  －．034  －．181＊＊ ．539＊＊＊  
恐れ  －．162＊＊ ．452＊＊＊ 一．125＊ ．063  －．081  ．580＊＊＊ ．443＊抽  
l鞘夏しにくさ 一．271＊＊＊．601＊＊＊．024  ．096  －．271＊＊＊．543＊＊＊．389＊＊＊．452柑＊  
追求的制御 －．028  ．025  ．025  ．20R榊＊．136＊ ．081 ．084  ．227＊＊＊．102  
回避的制御 ．ユ01 －．087  －．061 ．039  ．072  －．043  一．057  ．078  －．093  ．110  
衣根調紫  －．】57＊＊．ユ07  －．228＊＊＊．052  －．178＊＊ ．221＊＊＊．056  ．263＊＊＊．202＊＊＊．021 ，】69＊＊  
＊ pく．05 ＊＊ pく．01＊＊＊l〕く．001  
Table4 各下位尺度の仰ごとの記述統計  
男  女  
、巨均値 Sl〕   、ド均値 SL）  
宙び  9．86  2．66  
悲しみ  8．48  2．9と‡  
怒り  7．76  3．21  
恐れ  7．06  2．83  
新相性追求 48．48  7．02  
岨宮回避  51．92 10．95  
報酬依／〆 10．81 5．50  
持続  13．05  3．26  
回復しにくさ 26．06  8．18  
追求的制御12．20  2．80  
回避軋制御13．56  3．61  
東山調姫  27．64  6．82  
10．3ユ   2．33  
9．34   2．55  
7．88   2．80  
6．61  2．57  
47．03   7．14  
4．82   9．69  
43．88   5．69  
12．99   2．82  
26．42   7．38  
11．13   2．93  
13．26   3．56  
7．17   5．71  
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（2）情動変数と気質の関連：重回帰分析   
情動経験及び情動制御の各下位尺度を目的変数に、気質の4尺度及び性別（ダミー）を  
説明変数とした階層的重回帰分析を行った。Table 5に示されるように、4種類すべての  
情動経験に対して、損害回避がl．301以上の有意な標準偏回帰係数を示した。特に悲しみと  
恐れは、．50以上と高かった。気質全体による説明率は、怒りが15％とやや低めであった  





Table5 階層的重回帰分析の結果  
従属変数 喜び  悲しみ   怒り  恐れ  回復しにくさ追求的制御回避的制御表出調塵  
steplβ 性別  ．076  ．131＊ ．014   －．088   ． 22  －．163 ＊＊ －．052   －．025  
∠ク／詔  ．β♂β  ．♂ノ7 ＊ ．β♂β  ．クββ  ．♂ββ  ．α77 ＊＊ ．ββJ   ．ββノ  
step2 β 性別  ．075  ．084   －．006   －．112 ＊ －．055   －．174 ＊＊  
新奇性追求 ．071   ．191＊＊ ．185 ＊＊ ．108  ．090  ．026  
損害回避  －．319 ＊＊＊ ．594 ＊＊＊．450 ＊＊＊．542 ＊＊＊．688＊＊＊ ．091  
報酬依存  ．197 ＊＊ －．033   ∴066   －．131＊ ．010  ．013  
持続  ．169 ＊＊ ．160 ＊＊ ．071   ．185 ＊＊ ．205 ＊＊＊ ．211＊＊  
∠／詔  ．まヲβ ＊＊＊ ．2βJ＊州．ノJノ ＊頼．25古 メ＊＊．イブノ ＊＊＊．仇甘 一理  
ー 02   ．022   
．077    －．094   
－．055  ．069   
－．074    －．260 ＊＊＊   
．052  ．119   
．βノ7  ．αげ ＊柑  
※∠R2＝R2変化量  ＊pく．05榊pく．01＊榊pく．001性別：男＝0，女＝1  
（3）気質3次元の高低の類型による情動変数の特徴  
新奇性追求、損害回避、報酬依存のそれぞれについて平均によって高低に二分し、そ  
の組合せによって8群に分類した。各群の人数及び素点の平均とSDは、Table 6に示した。  
群の特徴を明示するために、各尺度のz得点の平均プロフィールをFigurel及び2に示  
した。  
Table6 気質3次元高低の類型8群の各尺度平均及び標準偏差  
喜び  悲しみ  
n 平均値 SD 平均値 SD  
28  9．75 2．46 10．57  2．73  
25  8．72 2．05 10．52  2．66  
49 11．29 2．29  8．14  2．15  
47 10．87  2．06  7．72  2．33  
54 10．19 2．09  9．69  2．54  
44  8．91 2．46  9．82  2．63  
23 11．43 1．85  8．22 1．86  
18  9．11 2．54  7．67  3．20  
怒り  恐れ  
平均値 SD   
8．82 ．94   
9．36 ．74   
7．29 ．56   
6．72  2．37   
8．30 ．98   
8．32 3．21   
6．61 2．61   
7．22  3．17
平均値 SD   
8．00 2．64   
7．76 3．48   
5．35 1．90   
6．17 2．24   
7．48 2．70   
7．55 2．31   
5 04 1．61   









回復しにくさ 追求的制御  回避的制御  表出調整  









28 31．32 6．34 10．68  3．30 12．67  3．39 26．36 5．02  
25 29．12 7．27 11．20  3．08 13．04  3．03 27．68 7．06  
49 23．33 6．45 11．37  2．55 13．43  4．02 25．78 6．57  
47 20．94 5．9111．81 3．19 14．19  4．26 27．60 6．37  
54 29．89 6．73 11．93  3．16  
44 29．61 6．69 11．66  2．51  
23 21．96 6．03 10．83  2．96  
18 23．28 7．45 11．28  2．91  
13．06  3．13 27．78 5．71  
12．80  3．48 29．30 6．44  
13．30  2．96 25．74 5．66  
14．29  3．44 28．33 4．60  
新＝新奇性追求，損＝損害回避，報＝報酬依存  
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Fi糾re2 気質8群ごとの情動制御のz得点  
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であった（F（1，277）＝34．976；7．621，Pく．01）。   
悲しみ及び怒りについては損害回避の主効果のみが有意であり（F（1，277）＝19．526；45．  
697，Pく．01）、いずれの交互作用も有意ではなかった。   
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Summary  
Kumiko Fu3ioknl），MariMiura2）  
Cloninger§temDeramentdimension5，emOtionalexperiencesandemotionalregulatiorL  
ThepurposeofthisstudywastoexaminetherelationamongClonlnger’stemperamentdimensions  
and emotionalexperiences and emotionalregulation，300university students answered the  
questionnaire，Whichconsistsoffburtemperamentdimensions（NoveltySeeking，HarmAvoidanCe，  
RewardDependence，Persistence），eXPeriencesofbasicemotions（happiness，Sadness，anger，fbar），  
andemotionalregulation・TheresultsshowedthecorrelationsbetweenHarmAvoidanceand all  
fburemotions，Whiletheothertemperamentdimensionsdidnotcorrelate・Thepresentstudydoes  
notsupportthevalidityofCloninger’s assumptionthattemperamentdimensions predict specinc  
emotions．  
1）TheFacultyofEducation，Å山andScience，YamagataUniversity  
2）schooICounselor，YamagataPrefbcture  
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